




A Study on a Way of Recycle of Used Clothes ‘Kimono’
The Experiment in Strength of Used Cloths
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（1）素材の特定 （2）織り物組織 （3）織り物質量 （4）織り物厚さ
















































図 2―1は織り物質量（平面重）と織り物厚さの関係を示した。織り物質量では b～ fは，

















































たて糸・よこ糸方向共に長さ 15 cmの糸 25本を抜き取る。（耳端 5 mm程度は除く）25
本分の重さを測る。糸の撚りを戻し，糸の長さを測る。3回繰り返し平均値を求めた。
下式で糸の繊度（デニール）を算出した。
　　デニール（D）＝ 1.8W／（1＋ P／ 100）
W＝（ｗ× 20）／長さ　ｗ＝たて糸・よこ糸各 25本分の重さ





















































実　験 方向＼実験布 a菊花柄 ｂ勝手縞 ｃ桑茶無地 ｄ格子縞 e絣 ｆ和蘭柄
織り密度
（本 /cm）
たて糸 44 30 30 34 34 80
よこ糸 30 31 25 24 20 80
デニール（D）
たて糸 79.8 169.2 158.3 171.1 128.2 48.3
よこ糸 103.4 189.4 231.7 171.1 256.3 134.8
撚り方向
たて糸 S 無撚糸 S S S S
よこ糸 無撚糸 無撚糸 Z Z Z Z
撚り数（本）
たて糸 87.6 無撚糸 30.5 47 40 165
よこ糸 無撚糸 無撚糸 21 紬糸 強撚糸 87
合糸数
たて糸 双糸 無撚糸 双糸 双糸 双糸 三子糸









































































































































洋服素材の切断強度は約 2～ 20 kg/cm，切断伸度は約 5～ 40％である。古着物の強度は 3 




方向＼実験布 a菊花柄 ｂ勝手縞 ｃ桑茶無地 ｄ格子縞 e絣 ｆ和蘭柄
平面重（g/m2） 　 76.1 113.6 127.9 123 127.6 139.6
厚さ（mm） 　 0.2 0.2 0.4 0.4 0.5 0.3
織り密度（本）
（本/cm）
たて糸 44 30 30 34 34 80
よこ糸 30 31 25 24 20 80
デニール（D） たて糸 79.8 169.2 158.3 171.1 128.2 48.3
よこ糸 103.4 189.4 231.7 171.1 256.3 134.8
剛軟度（mm） たて糸 25.1 33.1 34.4 38.1 44.8 30.3
よこ糸 59.0 30.1 58.5 55.1 35.1 28.4
切断強度 
（kg/cm）
たて糸 5.0 4.1 12.0 11.2 10.0 11.0
よこ糸 7.5 9.6 12.9 8.8 3.0 13.9
切断伸度（％） たて糸 13.2 6.5 14.6 14.3 14.0 13.4
よこ糸 7.2 12.6 18.2 9.4 30.8 13.2
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10 mm厚さ（ポリエステル 100％）。ミシン糸は 50番（ポリエステル 100％）を使用した。
図 3―1　タペストリーデザイン　（平成 21年度田中ゼミ生）作
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